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第
七
款

役
員
等
の
損
害
賠
償
責
任

（
役
員
等
又
は
評
議
員
の
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
）

第
四
十
五
条
の
二
十

理
事
、
監
事
若
し
く
は
会
計
監
査
人
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
役
員
等
」
と
い
う
。）又
は

評
議
員
は
、
そ
の
任
務
を
怠
つ
た
と
き
は
、
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る

責
任
を
負
う
。

２

理
事
が
第
四
十
五
条
の
十
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

第
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
第
一
号
の
取
引
を
し
た
と
き
は
、
当
該
取
引
に
よ
つ
て
理
事
又
は

第
三
者
が
得
た
利
益
の
額
は
、
前
項
の
損
害
の
額
と
推
定
す
る
。

３

第
四
十
五
条
の
十
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
八
十

四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
取
引
に
よ
つ
て
社
会
福
祉
法
人
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
理

事
は
、
そ
の
任
務
を
怠
つ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

一

第
四
十
五
条
の
十
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
八

十
四
条
第
一
項
の
理
事

二

社
会
福
祉
法
人
が
当
該
取
引
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
理
事

三

当
該
取
引
に
関
す
る
理
事
会
の
承
認
の
決
議
に
賛
成
し
た
理
事

４

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
十
二
条
か
ら
第
百
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項

の
責
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
中
「
総
社
員
」
と
あ
る
の
は
「
総
評
議

員
」
と
、
同
法
第
百
十
三
条
第
一
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
法
務

省
令
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
省
令
」
と
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
代
表
理
事
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
長
」
と
、

同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
法
務
省
令
」
と

あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
省
令
」
と
、「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
、
同
法
第
百
十
四
条
第
二
項
中

「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
、「
限
る
。）に
つ
い
て
の
理
事
の
同
意
を
得
る
場
合
及
び
当
該
責
任

の
免
除
」
と
あ
る
の
は
「
限
る
。）」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
社
員
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
」
と
、
同
条
第
四
項

中
「
総
社
員
（
前
項
の
責
任
を
負
う
役
員
等
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）の
議
決
権
」
と
あ
る
の
は
「
総
評
議
員
」と
、

「
議
決
権
を
有
す
る
社
員
が
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
が
前
項
」
と
、
同
法
第
百
十
五
条
第
一
項
中
「
代
表

理
事
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
長
」
と
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
役
員
等
又
は
評
議
員
の
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
）

第
四
十
五
条
の
二
十
一

役
員
等
又
は
評
議
員
が
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
つ
た
と

き
は
、
当
該
役
員
等
又
は
評
議
員
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
第
三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
当
該
各
号
に
定
め
る
行
為
を
し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ

の
者
が
当
該
行
為
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
注
意
を
怠
ら
な
か
つ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

一

理
事

次
に
掲
げ
る
行
為

イ

計
算
書
類
及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
に
記
載
し
、
又
は
記
録
す
べ
き
重
要
な
事
項
に

つ
い
て
の
虚
偽
の
記
載
又
は
記
録

ロ

虚
偽
の
登
記

ハ

虚
偽
の
公
告

二

監
事

監
査
報
告
に
記
載
し
、
又
は
記
録
す
べ
き
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
虚
偽
の
記
載
又
は
記
録

三

会
計
監
査
人

会
計
監
査
報
告
に
記
載
し
、
又
は
記
録
す
べ
き
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
虚
偽
の
記
載
又
は

記
録

（
役
員
等
又
は
評
議
員
の
連
帯
責
任
）

第
四
十
五
条
の
二
十
二

役
員
等
又
は
評
議
員
が
社
会
福
祉
法
人
又
は
第
三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を

負
う
場
合
に
お
い
て
、
他
の
役
員
等
又
は
評
議
員
も
当
該
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者

は
、
連
帯
債
務
者
と
す
る
。

第
五
十
九
条
中
「
以
内
に
」
の
下
に
「
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、
同
条
各
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

一

第
四
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
計
算
書
類
等

二

第
四
十
五
条
の
三
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
財
産
目
録
等

第
五
十
九
条
の
二
の
見
出
し
を「（
情
報
の
公
開
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、同
条
第
二
項
第
一
号
中「
第

四
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
五
条
の
三
十
六
第
二
項
」
に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
同
条
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二

第
四
十
五
条
の
三
十
五
第
二
項
の
承
認
を
受
け
た
と
き

当
該
承
認
を
受
け
た
報
酬
等
の
支
給
の
基
準

第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
に
次
の
六
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
（
厚
生
労
働
大
臣

が
所
轄
庁
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）の
活
動
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
及

び
分
析
を
行
い
、
必
要
な
統
計
そ
の
他
の
資
料
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知

事
は
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
電
磁
的
方
法
そ
の
他
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
前
段
の
事
務
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域

内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
所
轄
庁
（
市
長
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
、
社

会
福
祉
法
人
の
活
動
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

４

所
轄
庁
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
求
め
に
応
じ
て
情
報
を
提
供
す
る
と
き
は
、
電
磁
的
方
法

そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
社
会
福
祉
法
人
に
関
す
る
情
報
に
係
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
情
報
の
集
合
物
で
あ
つ
て
、
そ

れ
ら
の
情
報
を
電
子
計
算
機
を
用
い
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の
を
い
う
。）の

整
備
を
図
り
、
国
民
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
を
通
じ
て
迅
速
に
当

該
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、都
道
府
県
知
事
に
対
し
、

当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
活
動
の
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

第
四
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
求
め
に
応
じ
て
情
報
を
提
供
す

る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
章
中
第
五
節
を
第
八
節
と
す
る
。

第
六
章
第
四
節
の
節
名
中
「
合
併
」
を
「
清
算
並
び
に
合
併
」
に
改
め
る
。

第
六
章
第
四
節
中
第
四
十
六
条
の
前
に
次
の
款
名
を
付
す
る
。

第
一
款

解
散

第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

評
議
員
会
の
決
議

第
四
十
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
合
併
」
の
下
に「（
合
併
に
よ
り
当
該
社
会
福
祉
法
人
が
消
滅
す
る
場
合
に
限

る
。）」
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
の
二
の
次
に
次
の
款
名
及
び
目
名
を
付
す
る
。

第
二
款

清
算

第
一
目

清
算
の
開
始

第
四
十
六
条
の
三
及
び
第
四
十
六
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
清
算
の
開
始
原
因
）

第
四
十
六
条
の
三

社
会
福
祉
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
こ
の
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
清
算
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

解
散
し
た
場
合
（
第
四
十
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
つ
て
解
散
し
た
場
合
及
び
破
産
手
続
開

始
の
決
定
に
よ
り
解
散
し
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
破
産
手
続
が
終
了
し
て
い
な
い
場
合
を
除
く
。）

二

設
立
の
無
効
の
訴
え
に
係
る
請
求
を
認
容
す
る
判
決
が
確
定
し
た
場
合
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